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口腔機能向上で

食べる幸せ､話す喜び

-歯科衛生士がサポートします－

公益社団法人日本歯科衛生士会

会長金達紀子

TEL03(3209)8020Ｆ弧hXO3(3209)8023 http:"wwwjdhao可p／

P４．５に各校の学校紹介､学校自慢を掲載しています。

愛知学院大学短期大学部歯科衛生学科

歯科口腔保健は､乳幼児期から高齢期まで､健康な時も､病気の時も､障害があって

も､要介護となっても､生涯を通じて､すべてのライフステージにおける健康課題です。

歯科衛生士は､歯科疾患の予防及び口腔衛生の向上を図ることを目的として、

｢歯･口腔疾患の予防処置｣｢歯科診療の補助｣｢歯科保健指導｣による歯科衛生業務

を実践し､全身の健康やＱＯＬとの関係に基づく口腔ケア､さらには"食べる""話す”

など､生活の中の口腔機能をサポートすることが求められています。

そのため､歯科医師をはじめ他の医療職､介護職とも連携し､チーム医療やチーム

ケアにおいて歯科衛生士の専門性を発揮することが大切です｡学生時代にしっかり

と知識･技術を習得し､コミュニケーション力を高めましょう｡今､歯科衛生士の活躍

に期待が高まっています｡皆さんの出番です！
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⑳歯科衛生士を目指した動機

④学校生活について

、今までの歯科衛生士に対するｲﾒーヅ

⑭将来どんな歯科衛生士になりたいですか？
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本校は医療・福祉系６学科を擁する学校法人産業教育事業団が、平成２２

年に開校した学校です。そのため、スポーツ大会やうづま祭（学校祭）等

は合同で実施しており、姉妹校の学生との交流を図ることができます。ま

た、基礎をしっかり身に付け、最新のシミュレーションシステムにてリア

ルな実習を行うカリキュラムにより、知識・技術を備えた歯科医療のスペ

シャリストを育成します。 http://www・oyamashika‘acjp／
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校内実習風景授業風景
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本校は平成21年に開校し､今年で６年目を迎えました。

教育理念である､医療人としての歯科衛生士の育成･社会人としての歯科

衛生士の育成･人としての歯科衛生士の育成を目指し､教科喪だけでは学
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平成26年６月４日（水）「第７１回学童歯みがき大会｣が開催されました。

昭和７年に第１回大会が開催され､戦争による中断がありましたが､今年

で７１回目を迎えました｡第６９回からは､インターネットで参加する全国規

模の大会として､国内だけでなく､海外の小学校も参加しています｡今年は

国内１，１４５校､海外では韓国やシンガポールなどのアジア８ヵ国から１７

校､あわせて１，１６２校､約６万６千人の児童が参加しました｡また､歯科衛

生士養成校１５校の学生も近隣の小学校に出向き､インターネット配信を一

緒に見ながら参加しました。

今年も明海大学学長の安井利一先生需修のもと、「みるぞ!みがくぞ!つ

くるぞ元気!」をテーマに歯と□の健康教室を行いました。クイズや健康

チェック､歯ぐきの観察など､児童が楽しく､興味を持って参加できるような

｢第７１回学童歯みがき大会」レポート

プログラムになっており、歯のみがき方ステップアップ講座では､例年の歯みがきに加えてＹ型ホルダ'一タイプのデンタルフロスを

使ってフロッシングの実践練習も行いました。

大会が始まる直前までは､歯科衛生士養成校の学生と児童はお互いに緊張している様子でしたが､一緒にクイズに答えたり､歯や

□､生活習Ｉ慣について学生から積極的に話しかけることで児童とコミュニケーションがとれ､たくさんの笑顔を見ることができました。

同じ学年の児童でもこの時期には個人差が大きいこと､一人ひとりの萌出状態や能力に合わせて指導することの難しさと大切さを

理解することができたようでした。

１時間という短い時間でしたが､インターネットを通じてたくさんの小学生と一緒に､□とカラダの健康について考える､とても貴重

な時間を楽しく過ごすことができました｡そして､大会終了後はサポートが足りなかった点を振り返り､今後の課題を見つけ出すこと

ができたようです。（東京歯科大学歯科衛生士専門学校白鳥たかみ）

学童歯みがき大会主催：（一社）日木学校歯科医会、（一財)東京都学校保健会、（公財）ライオン歯科衛生研究所､ライオン株式会社
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